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「船員は、実際上二つの契約を締結しているわけではなく、一つの契約を締結

するにすぎない。……船員労働契約においては、特定の船舶が要件となるので

はなく、船舶は不特定である。船舶の特定は、船舶所有者の乗船命令によって

定まる。したがって、この場合には、船員労働契約が締結され、その内容とし

て特定の船舶に乗り組んで労務を提供することになる。この特定の船舶に乗り

組んで労務を提供することを内容とする契約が雇入契約である。……船員法は、

立法技術上、船員の雇用関係のうち、特定の船舶における労務の提供をとらえ

て、この関係を雇入契約とし、その他を雇用契約として規制しているのである。

雇入契約は、一杯船主の場合のように、船員労働契約それ自体である場合があ

るが、予備員制度をとる企業においては、船員労働契約の一部分である。船員

法は、両者の区別について特に考慮を払わず、船員の雇用関係のうちの一定の

内容のものを雇入契約として取上げ、それについて規制しているのである。」 
 
 

 

 


